
2016 年度 立命館大学大学院育英奨学金 募集要項（春期・秋期） 

（育英Ａ・Ｂ奨学金、後期課程進学奨励奨学金） 

はじめに 

大学院育英奨学金は、本学大学院の修士課程、博士課程前期課程または一貫制博士課程（1

年次入学）の第 3・4 セメスター（在学セメスターのみカウントし、休学した期間は在学セメ

スターに含まない。以下同様）に相当する期間の奨学金であり、申請に基づき、選考を行っ

たうえで給付を決定します。これは、優秀な大学院学生を育英し、学修および研究を奨励す

ることを目的としたものです。

奨学金の種類は、1 回生時の学修・研究活動、今後のキャリアを見据えた学修・研究計画

を評価する 育英 A・B 奨学金 と、博士課程後期課程（または一貫制博士課程 3 年次、4 年制 

博士課程）への進学希望者で優秀な者に給付する 後期課程進学奨励奨学金 の 3 種類から 

なります。

大学院育英奨学金の支給を希望する人は、この募集要項にもとづき申請を行ってください。 

１．奨学金の種類・金額と給付枠 

奨学金 所属研究科 金額 給付枠

育英 A 

奨学金

法学、経済学、経営学、社会学 40 万円 

在学者の 20％以内 

国際関係、政策科学、公務、先端総合学術 48 万円 

文学、応用人間科学、言語教育情報 46 万円 

映像 90 万円 

スポーツ健康科学 50 万円 

理工学、情報理工学、生命科学、

テクノロジー･マネジメント
75 万円 

育英 B 

奨学金

法学、経済学、経営学、社会学 20 万円 

在学者の 25％以内 
国際関係、政策科学、公務、先端総合学術 24 万円 

文学、応用人間科学、言語教育情報 23 万円 

スポーツ健康科学 25 万円 

映像 36 万円 

在学者の 20％以内 理工学、情報理工学、生命科学、

テクノロジー･マネジメント
30 万円 
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奨学金 所属研究科 金額 給付枠

後期課程

進学奨励

奨学金

全研究科

所属研究科の 2 年

次の学費（1 年間

分）から 50 万円を

差引いた額（実質学

費負担額が 50 万円

となる額）

後期課程をもつ研究科の前

期課程または一貫制博士課

程の 2 年次第 3 セメスター

在学者数に他研究科からの

申請者を加えた数の 5％* 

*薬学研究科進学希望の場合は他研究科からの申請者の 5％

２．申請資格 

次の（１）または（２）の資格を満たす者。後期課程進学奨励奨学金に申請する場合は、

本学大学院の博士課程後期課程、一貫制博士課程 3 年次または 4 年制博士課程に入学を希望

していること。

春

期

募

集

（１）2016 年 4 月 1 日現在、本学大学院修士課程、博士課程前期課程の第 3 セメ

スター（在学セメスターのみカウント）に在学する者

（２）2016 年 4 月 1 日現在、本学一貫制博士課程の第 3 セメスター（在学セメス

ターのみカウント）に在学する者（3 年次転入学者を除く） 

秋

期

募

集

（１）2016 年 10 月 1 日現在、本学大学院修士課程、博士課程前期課程の第 3 セ

メスター（在学セメスターのみカウント）に在学する者

（２）2016 年 10 月 1 日現在、本学一貫制博士課程の第 3 セメスター（在学セメ

スターのみカウント）に在学する者（3 年次転入学者を除く） 

【以下に示す者は本奨学金の対象とならない】

（１）第 3 セメスター休学者。採用決定後に休学した場合は、受給資格を失う。 

（２）国費外国人留学生およびこれに準ずる奨学資金を得て入学した者

（本学に授業料を納付していない留学生）

（３）外国の大学との協定に基づく外国人留学生で、本学に授業料を納付していない者

（４）本学私費外国人留学生特別奨励生授業料減免（院生Ⅰ種）を受給している者

（５）併給不可の取り決めがある奨学金等を受給している者

（文部科学省奨学金・外国政府奨学金・アジア開発銀行奨学金・世界銀行奨学金等の

受給者を含む）

【申請にあたっての注意事項】

※ 育英 A・B 奨学金と後期課程進学奨励奨学金は別個に申請しなければならない。育

英 A・B 奨学金と後期課程進学奨励奨学金の重複申請を妨げない。ただし、育英 A・B

奨学金と後期課程進学奨励奨学金を同時に受給することはできない。申請にもとづき

選考を行い、「採用」（育英 A・B 奨学金または後期課程進学奨励奨学金のいずれか）も

しくは「不採用」を決定する。

※ 育英 A・B 奨学金にあっては、奨学金の種類を指定して申請することはできない。 
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※ 情報理工学研究科とテクノロジー・マネジメント研究科とのジョイント・ディグリ

ー制度による 2年次転学者、理工学研究科および生命科学研究科からテクノロジー・マ

ネジメント研究科への２年次転入学者も申請することができる。修了した研究科で大

学院特別育英奨学金（旧制度）を給付していた場合であっても、転入後の研究科におい

て選考基準を満たす者については、再度給付することを妨げない。

※ 本奨学金は学外の奨学金との併給を妨げないが、学外奨学金等の応募条件に他奨学

金との併給禁止の定めがないか確認のうえ、申請すること。

３．給付期間 

第 3・4 セメスター（在学セメスターのみカウント）に相当する期間の 1 年間。 

４．申請方法 

（１）期間

春期募集 2016 年 3 月 28 日（月）～4 月 8 日（金）＜午後 5 時締め切り＞ 

秋期募集 2016 年 9 月 26 日（月）～10 月 3 日（月）＜午後 5 時締め切り＞ 

（２）申請書類等

区分 申請書類

育英 A・B 奨学金 研究科別に指定する。別表 1（p.5）参照 

後期課程進学奨励

奨学金

所定の申請書 2 部（原本 1 部、コピー1 部） 

以下のホームページからダウンロードすること。 

http://www.ritsumei.ac.jp/ru_gr/g-career/fellow/ 

（３）提出先

区分 提出先

育英 A・B 奨学金 所属研究科の事務室、別表 4（p.16）参照 

後期課程進学奨励

奨学金

衣笠キャンパス： 大学院課（至徳館 2 階） 

びわこ・くさつキャンパス： 大学院課（アドセミナリオ 1 階）

大阪いばらきキャンパス： 学びステーション

（Ａ棟 1 階ＡＣ事務室） 

朱雀キャンパス： 朱雀独立研究科事務室

５．選考方法および選考基準 

区分 選考方法 選考基準

育英 A・B 奨学金 

書類選考とし、必要に応じて面

接も課す。

ただし、理工学研究科にあって

は、書類選考のみとする。

研究科別に指定する。

別表 2（p.9）参照 
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区分 選考方法 選考基準

後期課程進学奨励

奨学金

書類選考とし、必要に応じて面

接も課す。

進学希望研究科の後期課程ま

たは一貫制博士課程の教育研

究上の目的（人材育成目的）に

照らして選考する。

別表 3（p.12）参照 

６．選考結果の発表 

春期募集 選考結果は 5 月 24 日（火）に、郵送にて通知を発送する 

秋期募集 選考結果は 11 月 15 日（火）に、郵送にて通知を発送する 

７．給付方法 

 奨学金採用者には、所定の給付手続き完了後、本人名義の銀行口座へ奨学金を在学セメ

スター毎に半額ずつ振り込む。納入すべき学費に充当する方法はとらないので留意のこと。 

８．奨学金給付停止、中止および返還 

（１）給付停止・再開 

この奨学金の受給者が、次のいずれかに該当する場合は奨学金の給付を停止する。停

止の事由がなくなったときは、給付を再開する。奨学金の給付を停止した場合でも、給付

期間は停止期間を除く１年とする。

① 休学となったとき

② 研究科長が奨学金を停止することが相当であると認めたとき

（２）給付中止、受給資格取消、返還義務 

奨学金の受給者が、次のいずれかに該当する場合は、奨学金の受給資格を失い、奨学金

給付を中止する。この場合、給付された奨学金のうち過払い額の返還を求めることがあ

る。

① 学籍を失ったとき

② 立命館大学学生懲戒規程による懲戒処分を受けたとき

③ 研究科長が奨学金の受給者としてふさわしくないと判断したとき

奨学金の過払い額の返還を求められた者は、返還を求められた日から起算して 2 週間

以内に請求額を一括して返還しなければならない。

以 上
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別表 1（４．申請方法関係） 大学院育英 A・B 奨学金 申請書類一覧

研究科 大学院育英 A・B 奨学金 申請書類 

法学研究科 ① 所定の申請書

② 研究経過の概要

③ 第 2 セメスター（在学セメスターのみカウント）終了時までの成績通

知表のコピー

※ 申請書類は研究科 Web ページからダウンロードしてください。 

http://www.ritsumei.ac.jp/gsla/student/ 

経済学研究科 ① 所定の申請書

② 研究経過の概要

③ 第 2 セメスター（在学セメスターのみカウント）終了時までの成績通

知表のコピー

※ 申請書類は研究科 Web ページからダウンロードしてください。 

http://www.ritsumei.ac.jp/gsec/student/ 

経営学研究科 ① 所定の申請書

② 研究経過の概要

③ 第 2 セメスター（在学セメスターのみカウント）終了時までの成績通

知表のコピー

※ 申請書類配布方法

春期募集：研究科 Web ページからダウンロードしてください。 

http://www.ritsumei.ac.jp/acd/gr/gsba/board/index.html 

秋期募集：対象者に経営学部事務室にて配布します。

社会学研究科 ① 大学院育英奨学金（育英 A・B）申請書【所定書式】

② 研究成果・計画に関する報告書【所定書式】

※報告書 P4 にある「指導教員確認欄」に指導教員の署名と押印を必ず得る

こと（報告書の記載内容について指導教員の了承を得ること）。

※研究業績の記載内容に虚偽や不備等がある場合は評価の対象としない。

③第 2 セメスター（在学セメスターのみカウント）終了時までの成績通知

表のコピー

※ 申請書類は研究科 Web ページからダウンロードしてください。 

http://www.ritsumei.ac.jp/gsss/student/ 
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研究科 大学院育英 A・B 奨学金 申請書類 

国際関係

研究科

① 所定の申請書

② 研究経過の概要

③ 第 2 セメスター（在学セメスターのみカウント）終了時までの成績通

知表のコピー

※ 申請書類は研究科 Web ページからダウンロードしてください。 

http://www.ritsumei.ac.jp/gsir/student/ 

政策科学

研究科

① 所定の申請書

② 研究経過の概要

③ 第 2 セメスター（在学セメスターのみカウント）終了時までの成績通

知表のコピー

※ 申請書類は CAMPUS WEB 掲示板に掲示（添付）しますので、各自 

ダウンロードしてください。

文学研究科 ① 所定の申請書

② 研究経過の概要

③ 第 2 セメスター（在学セメスターのみカウント）終了時までの成績通

知表のコピー（A4 サイズにコピーすること）

※ 申請書類は研究科 Web ページからダウンロードしてください。 

http://www.ritsumei.ac.jp/gslt/student/ 

映像研究科 ① 所定の申請書

② 研究経過の概要

※ 申請書類は履修・成績ガイダンスで配布します。 

応用人間科学

研究科

① 所定の申請書

② 研究経過の概要

③ 第 2 セメスター（在学セメスターのみカウント）終了時までの成績通

知表のコピー（A4 サイズにコピーすること） 

※ 申請書類は独立研究科事務室で配布します。 

言語教育情報

研究科

① 所定の申請書

② 第 2 セメスター終了時の成績通知表のコピー

③ 研究成果および進捗状況報告書

学術雑誌・紀要への論文掲載、学会発表を根拠とするポイント加算を希望
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研究科 大学院育英 A・B 奨学金 申請書類 

（続き） 

 

する場合は、資料を添付すること。 

※ 申請書類は衣笠独立研究科事務室で配布します。 

 

先端総合学術 

研究科 

① 所定の申請書 【育英-1】 

② 第 2 セメスター（在学セメスターのみカウント）終了時までの成績通知

表のコピー 

③ 研究計画書・業績書 【育英-2】（日本学術振興会特別研究員申請書式を準用

の所定様式） 

・現在までの研究状況 

・これからの研究計画 

・研究業績 

・自己評価 

※ 申請書類は研究科 Web ページからダウンロードしてください。 

http://www.ritsumei.ac.jp/acd/gr/gsce/office/form/index.htm#moushikomi

 

スポーツ健康

科学研究科 

① 所定の申請書 

② 研究成果・計画に関する報告書 

③ 第 2 セメスター（在学セメスターのみカウント）終了時までの成績通

知表のコピー（A4 サイズに縮小すること） 

※ 申請書類は CAMPUS WEB で配布します。 

 

理工学研究科 ① 「大学院育英奨学金（育英Ａ・Ｂ）申請書」 

② 「研究経過の概要」 

※①の「申請書」の裏面に「研究経過の概要」を両面刷りでコピーし１枚に

して提出する。 

※ 申請書類配布方法 

春期募集：研究科 Web ページからダウンロードしてください。 

http://www.ritsumei.ac.jp/gsse/student/ 

秋期募集：対象者に電子メールにて配布します。 

 

情報理工学 

研究科 

①「大学院育英奨学金（育英 A・B）申請書」 

＊指導教員の所見、署名・捺印を得たもの 

※ 申請書類は研究科 Web ページからダウンロードしてください。 

http://www.ritsumei.ac.jp/students/gsise/student/ 
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研究科 大学院育英 A・B 奨学金 申請書類 

生命科学 

研究科 

① 所定の申請書 

② 研究経過の概要 

③ 第 2 セメスター（在学セメスターのみカウント）終了時までの成績通

知表のコピー 

※ 申請書類は生命科学部事務室で配布します。また、研究科 Web ページ

からダウンロードもできます。 

http://www.ritsumei.ac.jp/gsls/student/ 

 

テクノロジー・

マネジメント

研究科 

① 所定の申請書 

② 研究経過の概要 

③ 第 2 セメスター（在学セメスターのみカウント）終了時までの成績通知

表のコピー 

※ 申請書類は OIC 独立研究科事務室で配布します。また研究科 Web 

ページからダウンロードもできます。 

 http://www.ritsumei.ac.jp/mot/→在学生の方へ 

 

公務研究科 ① 所定の申請書 

② 研究経過の概要 

※  申請書類は研究科 Web ページからダウンロードしてください。 

  http://www.ritsumei.ac.jp/gspp/student/ 
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別表 2（５．選考方法および選考基準関係）大学院育英 A・B 奨学金 選考基準一覧  

 

研究科 大学院育英 A・B 奨学金 選考基準 

法学研究科 選考は学業成績（履修単位数・GPA）と研究の進捗状況にもとづく総合

評価で行う。 

① Ｍ１終了時における総取得単位数が 16 単位以上の者を対象として、Ｇ

ＰＡ（Ａ＋導入後の学部の算定式に従う。）により順位付けを行なう。 

② 上記の者のうち、ＧＰＡが同じ値の者の間では、総取得単位数による

順位付けを行なう。 

③ 上記の者のうち、ＧＰＡも総取得単位数も同じである者の間で順位付

けを行なう必要がある場合には、各院生の希望進路に照らした学修の内

容と到達度を総合的に勘案して順位付けを行なう。 

＊選考は、上記の基準に加え、研究の進捗状況を考慮し総合的に評価する。

経済学研究科 選考は学業成績（履修単位数・GPA）と研究の進捗状況にもとづく総合

評価で行う。 

経営学研究科 選考は学業成績（修得単位数・GPA）と研究の進捗状況にもとづく総合

評価で行う。 

社会学研究科 研究の進捗状況、研究業績および学業成績（GPA）にもとづく総合評価

とする。  

※研究業績の評価対象には、研究ノート、翻訳および調査報告等も含む。な

お、社会学研究科で主催する“International Postgraduate and Academic 

Conference”における発表は、他の国内外学会等における口頭発表等よりも

高く評価する。 

国際関係研究科 選考は学業成績（GPA・履修単位数）と研究の進捗状況にもとづく総合

評価で行う。 

  その他考慮される項目 

・「Ｍ１論文」成績評価 

（インターンシップや海外留学で提出できない場合は考慮します） 

・インターンシップ・海外留学参加状況 

  ・英語による専門科目の履修科目数および成績評価 

   （日本語プログラム所属者のみ） 

政策科学研究科 選考は学業成績（履修単位数・GPA）と研究の進捗状況にもとづく総合

評価で行う。 

その際、研究計画の内容に加え、リサーチプロジェクトの報告も加味さ

れる。 

GPA3.4 以上であることが望ましい。 
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研究科 大学院育英 A・B 奨学金 選考基準 

文学研究科 選考は学業成績（履修単位数・GPA）と研究の進捗状況にもとづく総合

評価で行う。 

① GPA3.6 以上、修得単位 16 単位以上※（要修了単位のみ） 

  ※DMDP など協定留学を行った場合の修得単位は 8 単位以上とする。

② ①を満たす者の内から「GPA の高い者→単位数の多い者→研究の進捗

状況評価の高い者」の順で選考する。 

映像研究科 選考は学業成績（履修単位数・GPA）と研究の進捗状況にもとづく総合

評価で行う。 

応用人間科学 

研究科 

選考は下記の５点について評価し、選考を行う 

 ①２セメスター終了時点で 20 単位以上取得、累積ＧＰＡ 

②奨学金出願用レポート（1200 字）  

③研究活動・社会活動 

 ・学会活動（口頭発表、ポスター発表、論文発表等） 

 ・プロジェクト参加 ・自治活動（クラス会等） 

 ・講演会ワークショップ講師  

④ダブル領域（対人、臨床）の加点 

⑤その他  

言語教育情報 

研究科 

選考は学業成績（修得単位数・GPA）と研究成果および進捗状況にもと

づく総合評価で行う。各項目は、それぞれ次の方法で得点化し、得点上位者

から採用する。 

選考

基準 

ポイ

ント 
（配点） 

評価方法 

GPA 50 第 2 セメスター終了時点の GPA に 10 を乗じる 

修得

単位

数 

24 

第 2 セメスター終了時点で修得した要卒単位数に 1.5 を乗

じる。 
教職一種免取得のために学部で修得した単位など、修了要

件に関係しない単位は含まない。 
16 単位（24 ポイント）を上限とし、それ以上は加算しな

い。 

研究

成果

およ

び 

進捗

状況 

14 
研究科が指定する日までに「研究中間報告・計画書」を提出

し受理されることで 14 ポイントとする。 

12 

学術雑誌・紀要への論文掲載 1 件につき上限 6 ポイント、

学会発表 1 件につき上限 3 ポイント 
この範囲で何ポイントを与えるかについては、本研究科内

に奨学金委員会を設けて審査する。 
12 ポイントを上限とし、それ以上は加算しない。 
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研究科 大学院育英 A・B 奨学金 選考基準 

先端総合学術 

研究科 

 

 

選考は学業成績（修得単位数・GPA）と研究の進捗状況にもとづく総合

評価で行う。 

第 1 セメスター・第２セメスターでの修得単位を 10 点（満点は 20 単

位）、ＧＰＡを 20 点（最高点は 5）、研究計画・業績書を 70 点として、100

点満点で点数化する。 

スポーツ 

健康科学研究科 

第 2 セメスター終了時までに「修了に必要な単位数」を 16 単位以上修得

している者の中から、研究の進捗状況と学業成績の総合評価とする。 

（１）研究の進捗状況 

「申請書」および「研究成果・計画の報告書」の内容、及び M1 研究

中間報告会における研究報告の評価により判断する。 

（２）学業成績 

第 2 セメスター終了時の累積 GPA 

理工学研究科 選考は学部・大学院における学業成績（履修単位数・GPA 等、ただし 

機械システム系は GPS）と、研究の進捗状況にもとづく総合評価で行う。

情報理工学 

研究科 

選考は大学院における学業成績（履修単位数、GPA 等）と、研究の進捗

状況などにもとづく総合評価で行う。 

生命科学研究科 選考は学業成績（修得単位数・GPA）と研究の進捗状況にもとづく総合

評価で行う。 

テクノロジー・ 

マネジメント 

研究科 

原則として１回生時に『研究構想発表会』に参加し（ただし、ジョイン

ト・ディグリー制度による 2 年次転入学者および前年度休学者はこの限り

ではない）、第 2 セメスター終了時までに「修了に必要な総修得単位数」を

16 単位以上修得した者に限定して、GPA による成績上位順に決定する。

なお、GPA が同じ値の場合は、修了に必要な総修得単位数および研究の進

捗状況の総合評価で順位づけを行う。 

公務研究科 選考は学業成績（修得単位数・GPA）と研究の進捗状況にもとづく総合

評価で行う。 
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別表 3（５．選考方法および選考基準関係） 後期課程進学奨励奨学金の選考基準 

（研究科博士課程後期課程の教育研究上の目的） 

 

研究科 研究科則に定める研究科の教育研究上の目的 

法学研究科 法学研究科は、法律学・政治学の研究者およびその高度な専門知識を

必須とする職業分野で活躍しうる人の養成を目的とする。 

 法学専攻博士課程後期課程は、博士課程前期課程での研究成果を踏ま

え、自らの専門領域について主体的に研究課題を定め、自らの独創的な

視点で、研究計画にしたがって研究を進めるとともに、その成果を博士

論文として結実させることができる自立した学術研究者等の育成を目的

とする。 

 

経済学研究科 本研究科は、経済学の高度な専門性を有する有為の人材を育成するこ

とを目的とする。 

 経済学専攻博士課程後期課程は、広い視野と深い専門性および優れた

独創性を持ち、そして新たな領域の研究分野を自ら切り開いてゆくこと

ができる高い研究力量を備えた研究者を養成することを目的とする。ま

た、世界的に高まっている博士学位を有する高度専門職業人へのニーズ

にこたえるため、留学生を含め国際通用力の高い論理的思考力と構想力

および創造性を持った人材を養成することを目的とする。 

 

経営学研究科 本研究科は、経営学の高度な専門力量をもったビジネスパーソンおよび

研究者を養成することを目的とする。 

企業経営専攻博士課程後期課程は、経営学分野の研究活動を行うに必

要な高度な研究能力を身につけ、将来にわたって研究活動を持続できる

自立した研究者の育成を目的とする。 

 

社会学研究科 本研究科は、現代社会が提起する諸問題を社会学と既存の学問諸分野と

の協同によって解明し、社会的に要請される実践的課題にこたえる研究

者と専門職業人の養成を目標とする。 

 応用社会学専攻博士課程後期課程は、現代社会が提起する諸問題に関

して、社会学を中心としつつも、社会諸科学の協同によって、先端的で

多面的・学際的な理論と実証的な研究を行い、博士論文を執筆し、大学

の教員や研究諸機関等の研究員として活躍できる人材を育成することを

目的とする。 
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研究科 研究科則に定める研究科の教育研究上の目的 

国際関係研究科 グローバル化する現代社会を、政治、経済、文化・社会のそれぞれの

側面において、学際的な社会科学のアプローチで解明する国際関係学の

研究者、および国際関係学の専門知識をそなえ、国際社会で活躍する職

業人を育成すること。 

 国際関係学の専門知識と異文化間の媒介能力とに裏打ちされた学際

的・複眼的な視点に立ち、国際社会における秩序や平和の構築、国際開

発・協力の促進、多文化社会の諸課題の解決などの課題について専門家

としての分析力を有する人材、また特に日本と世界とを媒介する人材を

育成すること。 

 

政策科学研究科 本研究科は、現代社会の政策課題の発見と解決を促す知識の生産およ

び人材育成の場であることを通じて、諸学の実践的総合による社会的要

請への応答を目的とする。 

政策科学専攻博士課程後期課程は、現代社会の政策課題の発見と解決

を促す知識の生産および人材育成の場であることを通じて、諸学の実践

的総合による社会的要請に応えるという目的を達成するため、現代社会

が直面する政策課題とその適切な解決策の創造に関する研究能力の育成

を目指し、政策科学の研究を通じて社会の諸問題に取り組むより高い能

力を身につけた研究者を輩出することを目的とする。 

 

文学研究科 人文学専攻博士課程後期課程は、人文学の総合的な研究の場として、

新たな学問(領域)を切り拓く高度な能力を有した人材を養成すること

で、人文学研究への社会的・現代的要請にも応えていくことを目的とす

る。 

行動文化情報学専攻博士課程後期課程は、人文学と情報学を有機的に

統合し、伝統的な人文学と実践的な情報学が探求してきた内容や方法論

を修得・発展させ、その成果を共有・発信できる能力を有した人材を養

成することで、人文学研究への社会的・現代的要請にも応えていくこと

を目的とする。 

 

先端総合学術 

研究科 

本研究科は、現代の諸科学分野に共有された主題群を「プロジェクト

研究」によって追求することを通じて、新たな研究領域の創出を担う先

端的で総合的な知の探求者、制作者としての研究者を養成することを目

的とする。 
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研究科 研究科則に定める研究科の教育研究上の目的 

スポーツ 

健康科学研究科 

本研究科は、スポーツ健康科学の高度な専門性に基づく理論と実践を

有し、豊かな人間性とリーダーシップを備え、社会の発展に貢献する有

為な人材の養成を目的とする。 

 スポーツ健康科学専攻博士課程後期課程は、スポーツ健康科学分野に

おいて先端の研究成果をあげ、その成果を実践に結びつけるとともに、

研究プロジェクトなどにおいてリーダーシップを発揮することができる

研究者の養成を目的とする。 

 

理工学研究科 本研究科は、理工学の専門領域に関する高度な理論と技術に加え、創

造的発見能力を兼ね備えた研究者、高度専門職業人を養成することを目

的とする。 

 基礎理工学専攻博士課程後期課程は、数学または物理学の専門領域に

おける高度な知識と創造的な研究能力を修得し、問題設定・解決能力お

よび問題解決へ向けてのリーダーシップを備えた者の育成を目的とす

る。 

 電子システム専攻博士課程後期課程は、電気・電子工学・光工学・情

報工学などの専門領域における高度な知識と創造的な研究能力を修得

し、問題設定・解決能力および問題解決へ向けてのリーダーシップを備

えた者の育成を目的とする。 

 機械システム専攻博士課程後期課程は、機械工学・ロボティクス・マ

イクロ機械などの専門領域における高度な知識と創造的な研究能力を修

得し、問題設定・解決能力および問題解決へ向けてのリーダーシップを

備えた者の育成を目的とする。 

 環境都市専攻博士課程後期課程は、土木工学・環境工学・建築学など

の専門領域における高度な知識と創造的な研究能力を修得し、問題設定・

解決能力および問題解決へ向けてのリーダーシップを備えた者の育成を

目的とする。 

 

情報理工学 

研究科 

 

 

 

 

本研究科は、情報学の高度な専門性を有する人材の育成を目的とする。

情報理工学専攻博士課程後期課程は、情報技術の応用、最先端の高度な

理論と技術に加え、研究倫理に関する知識、創造的問題発見能力、問題

分析能力、問題解決能力、研究遂行能力、コミュニケーション能力を兼

ね備え、社会の重要な課題に革新的に取り組んで解決し、分野によらず

国内外の第一線で活躍できる研究者、高度専門職業人を養成することを

目的とする。 
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研究科 研究科則に定める研究科の教育研究上の目的 

生命科学研究科 本研究科は、ライフサイエンスに関し、幅広い知識と高い専門性を身

に付け、21 世紀における全人類的課題の解決に貢献できる人材を育成す

ることを目的とする。 

 生命科学専攻博士課程後期課程は、次の各号の人材を育成することを

目的とする。 

(1) 自然科学および専門領域における確かな知識と研究能力を有する

者。 

(2) 日本語または英語による、高度な論理的文章力およびプレゼンテー

ション能力ならびにコミュニケーション能力を有する者。 

(3) 研究者・技術者としての責任を自覚した上で、社会における問題設

定・解決能力および問題解決へ向けてのリーダーシップを有する者。 

 

薬学研究科 本研究科は、薬学の専門的知識と研究力を備え、使命感、倫理観を有

する高度な薬剤師、医療人、研究者として、地域や社会に貢献できる有

為な人材を育成することを目的とする。 

 

テクノロジー・ 

マネジメント 

研究科 

本研究科は、科学技術の価値を理解し、社会発展に寄与する知識や技

能・能力を持った人材を養成することを目的とする。 

テクノロジー・マネジメント専攻博士課程後期課程は、企業などにお

ける実践を普遍的、体系的概念や方法論に昇華し形式知化する研究者の

育成を目指す。技術者･経営者など、技術経営の実践者としての経験を学

問研究の場にフィードバックし、企業などにおける実践を普遍的、体系

的概念や方法論に昇華し形式知化し、グローバルに活躍できる自由にし

て進取の気風に富んだ人材を育成する。 
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別表4（４．申請方法関係） 立命館大学大学院 研究科の連絡先・問合せ先一覧   

 

窓口時間 月～金 10：00～11：30 12：30～17：00（土曜日曜祝日と夏期冬期一斉休業期間は休業します）  

 ※ 研究科により異なる窓口時間を設定している場合があります。 

研 究 科 事 務 室 電話・FAX 番号 住  所 

法 学 研 究 科 
法学部事務室 

（存心館 1 階）

電話 075-465-8175 

ＦAX 075-465-8176 

衣笠キャンパス： 

〒603-8577 

京都市北区 

等持院北町 56-1 

社 会 学 研 究 科 
産業社会学部事務室 

（以学館 1 階）

電話 075-465-8184 

FAX 075-465-8196 

国 際 関 係 研 究 科 
国際関係学部事務室 

（恒心館 1 階）

電話 075-465-1211 

FAX 075-465-1214 

文 学 研 究 科 
文学部事務室 

（清心館 1 階）

電話 075-465-8187 

FAX 075-465-8188 

映 像 研 究 科 
映像学部事務室 

（充光館 1 階）

電話 075-465-1990 

FAX 075-465-8193 

応 用 人 間 科 学 研 究 科 

衣笠独立研究科事務室 

（創思館 1 階）

電話 075-465-8375 

FAX 075-465-8364 

言 語 教 育 情 報 研 究 科 
電話 075-465-8363 

FAX 075-465-8364 

先 端 総 合 学 術 研 究 科 
電話 075-465-8348 

FAX 075-465-8364 

経 済 学 研 究 科 
経済学部事務室 

（アドセミナリオ 1 階）

電話 077-561-3940 

FAX 077-561-3947 

びわこ・くさつキャンパス 

（ＢＫＣ）： 

〒525-8577 

滋賀県草津市 

野路東 1-1-1 

ス ポ ー ツ 健 康 科 学 

研 究 科 

スポーツ健康科学部事務室 

（インテグレーションコア 2 階）

電話 077-561-3760 

FAX 077-561-3761 

理 工 学 研 究 科 
理工学部事務室 

（コアステーション 1 階）

電話 077-561-2624 

FAX 077-561-2629 

情 報 理 工 学 研 究 科 
情報理工学部事務室 

（クリエーションコア 1 階）

電話 077-561-5202 

FAX 077-561-5203 

生 命 科 学 研 究 科 
生命科学部事務室 

（リンクスクエア 2 階）

電話 077-561-5021 

FAX 077-561-3729 

薬 学 研 究 科 薬学部事務室 （サイエンスコア 1 階） 
電話 077-561-2563 

FAX 077-561-2564 

公 務 研 究 科  
朱雀独立研究科事務室 

（朱雀キャンパス 1 階）

電話 075-813-8274 

FAX 075-813-8271 

朱雀キャンパス： 

〒604-8520 

京都市中京区 

西ノ京朱雀町 1 
法 務 研 究 科  

電話 075-813-8272 

FAX 075-813-8271 

経 営 学 研 究 科 
経営学部事務室 

（A 棟 1 階 AC 事務室）

電話 072-665-2090 

FAX 072-665-2099 
大阪いばらきキャンパス 

（OIC）： 

〒567-8570 

大阪府茨木市 

岩倉町 2-150 

政 策 科 学 研 究 科 
政策科学部事務室 

（A 棟 1 階 AC 事務室）

電話 072-665-2080 

FAX 072-665-2089 

ﾃ ｸ ﾉ ﾛ ｼ ﾞ ｰ ・ ﾏ ﾈ ｼ ﾞ ﾒ ﾝ ﾄ 

研 究 科 ＯＩＣ独立研究科事務室 

（A 棟 1 階 AC 事務室）

電話 072-665-2100 

FAX 072-665-2109 

経 営 管 理 研 究 科 
電話 072-665-2101 

FAX 072-665-2109 

衣笠キャンパス  （大学院課： 至徳館 2 階） 

びわこ・くさつキャンパス （大学院課： アドセミナリオ 1 階） 

電話 075-465-8195 

電話 077-561-4971 
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